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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、異なる2つのヒト人工染色体（HAC）ベクターを用い、新たな遺伝子発現系を

開発した。ヒト21番由来人工染色体ベクター（21-HAC）はヒト培養細胞で非常に安定に保

持され、除去誘導可能ヒト人工染色体ベクター（tet-O HAC）は任意のタイミングで高効率

に除去可能である。これら2つのヒト人工染色体ベクターをヒトHT1080細胞に導入し、21HAC

を安定に保持させ、tet-O HACの高効率除去に成功した。この2つのHACベクターを用いた

Bi-HACベクターシステムは、今後遺伝子治療に必要な細胞初期化、遺伝子補正を同時に行

えるツールとして有用であると考えられる。 
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